
2平成26年１月22日発行No.1653 平成26年１月22日発行No.165

　

１
月
20
日
か
ら
、「
葛
巻

町
議
会
総
合
条
例
」
に
よ
る

議
会
運
営
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
に
よ
り
、
議
会

は
こ
れ
ま
で
の
定
例
会
・
臨

時
会
方
式
か
ら
、
一
年
間
を

会
期
と
す
る
「
通
年
の
会
期

制
」
に
な
り
ま
し
た
。
議
会

を
開
く
日
は
あ
ら
か
じ
め
決

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
必
要
な

と
き
は
、
い
つ
で
も
会
議
を

再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
新
し
い
制
度
で
議
会
が

開
会
し
、
年
間
を
通
じ
て
の

会
期
と
な
る
た
め
、
議
会
の

役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

り
ま
す
。

　

県
内
で
最
小
の
議
会
で
す

が
、
充
実
し
た
審
議
を
通
じ

て
町
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
議
員
一
同
な
お
一
層
努

力
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
で
公
聴
会

や
参
考
人
制
度
（
注
）
を
導

入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
よ
り
身
近
な
議
会

を
目
指
し
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
聴
く
機
会
の
場
と
し

て
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
て

行
き
ま
す
。

補

正

予

算

条

例

改

正

財

産

取

得

そ

の

他

人

事

案

件

新１年生を歓迎する江刈小学校児童ら

12月定例会のあらまし12月定例会のあらまし

12月定例会12月定例会
　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
11
日
ま
で
の
６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
25
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
補
正
予

算
な
ど
12
件
、
議
会
の
会
議
に
参
考
人
を
招
致
す
る
議
員
発
議
案
１
件
が
提
出

さ
れ
、
す
べ
て
全
議
員
の
賛
成
で
原
案
ど
お
り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
３
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
対

応
や
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

通
年
の
会
期
制

通
年
の
会
期
制

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト
‼‼

　

地
方
公
共
団
体
の
事

務
に
関
す
る
調
査
な
ど

の
必
要
が
あ
る
と
き

に
、
利
害
関
係
者
や
学

識
経
験
者
の
出
席
を
求

め
て
意
見
を
聴
い
て
参

考
に
し
、
議
会
の
審
議

の
充
実
を
図
る
た
め
の

制
度
を
い
い
ま
す
。

（
注
）
参
考
人
制
度

　

第
14
回
臨
時
会
と

第
15
回
定
例
会
で
、

25
年
度
補
正
予
算
、

条
例
の
一
部
改
正
な

ど
の
審
議
が
行
わ

れ
、原
案
ど
お
り『
決

定
』
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
に
６
３
３
８
万

円
追
加
し
、
総
額
を
58
億
２

１
０
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

各
会
計
の
補
正
額
と
主
な
支

出
の
内
容
は
左
の
表
の
と
お

り
で
す
。

　

ま
た
、
主
な
質
疑
の
内
容

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

●
町
税
条
例
の
改
正

　

年
金
所
得
者
の
町
民
税
の

徴
収
額
の
平
準
化
を
図
り
ま

す
。

●
Ｆ
Ｍ
音
声
告
知
端
末

　

屋
外
放
送
の
内
容
を
屋

内
で
聞
く
た
め
の
機
器
を
、

１
２
０
０
台
購
入
。

◇
契
約
額　

２
２
８
０
万
円

◇
納
期　

26
年
２
月
15
日

◇
契
約
相
手　

岩
手
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
株
式
会
社

●
岩
手
県
市
町
村
事
務
組
合

規
約
の
一
部
変
更
の
協
議

　

滝
沢
村
が
、
１
月
１
日
か

ら
市
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
滝
沢
・
雫
石
環
境
組
合
」

に
名
称
を
変
更
。

●
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て

　

福
島
県
で
発
生
し
た
東
京

電
力
㈱
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
り
、
町
が
要
し
た
費

用
の
損
害
賠
償
請
求
に
相
手

方
が
応
じ
な
い
た
め
、
原
子

力
損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ
ン

タ
ー
へ
あ
っ
せ
ん
を
申
し
立

て
す
る
こ
と
を
議
決
。
請
求

額
は
７
３
３
万
円
。

●
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任

命
（
再
任
）

　

中
田
直
雅
さ
ん
（
下
町
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

任
期
は
、
29
年
12
月
24
日

ま
で
。

国
保
会
計

決
算
見
込
み
は

茶
屋
場
田
子
線

進
捗
状
況
は

国
保

会
計

建
設

水
道

　
　

今
年
度
の
事
業
は
計
画

ど
お
り
に
進
ん
で
い
ま
す
か
。

　
　

今
年
度
は
元
町
橋
か
ら

大
橋
ま
で
の
第
１
工
区
間
の

工
事
で
、
物
件
移
転
補
償
は

完
了
し
ま
し
た
。

　

用
地
取
得
は
、
約
８
割
が

契
約
済
み
で
す
。
残
り
２
割

の
交
渉
が
難
航
し
て
い
ま
す

が
、
３
月
末
ま
で
に
完
了
で

き
る
よ
う
進
め
ま
す
。

　
　

現
時
点
で
の
、
25
年
度

決
算
の
見
込
み
は
。

　
　

加
入
者
の
高
齢
化
や
低

所
得
者
の
増
加
な
ど
、
構
造

的
な
問
題
が
あ
り
、
厳
し
い

状
況
で
す
。

　

冬
期
間
に
流
行
が
心
配
さ

れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
で
、

受
診
増
加
に
よ
る
医
療
費
を

抑
制
す
る
た
め
、
予
防
接
種

の
受
診
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

問 問答 答

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦
（
再
任
）

　

長
岡
功
さ
ん
（
田
子
）
を

候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
29
年
３
月
31
日

ま
で
。

会　計　名 補正額 補正後の予算額
一　般　会　計 6,338万円 58億2,105万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 1,040万円 11億3,020万円
農業集落排水事業 1,311万円 ２億 　77万円
後期高齢者医療事業 375万円 7,101万円
病院事業（収益的収支） △765万円 ８億5,089万円

《主な支出の内容》
■　台風18号による災害復旧事業費･･････････ 790万円
■　商店等の設備更新支援事業補助金････････ 360万円
■　若者の雇用促進の奨励金事業････････････ 290万円
■　町道茶屋場田子線整備調査等業務････････ 153万円
■　100円バス利用事業への支援･･････････････ 80万円


